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フランスの図書館・文書館で考えたこと

瓜生洋一

（人1ｋ文化人学法'YT1j教授）

ただ今ご紹介にあずかりました、瓜生でございます。今日ご参加の

方々のお名前を拝見しておりますと、私が日ごろお世話になったり、

あるいはいろいろなことでお力添えをいただいた方ばかりでして、大

変名誉に存じますし、またこれからお話しすることが、何か皆様にお

役に立てばというつもりでお話ししたいと存じます。

ただ今、過分なご紹介をいただきました。私自身がこれまで、かれ

これ３０年近くにわたってフランスに参り、文書館ですとか、図書館

ですとか、をずっと利用してまいりました。そのような場合に当然先

達がおられまして、歴史学の分野で申しますと、もう４０年ぐらいに

なりましょうか、東大の柴田三千雄先生が『史学雑誌ｊに、国立文書

館の話を書いてくださっておりまして、私どもは大変助かった面があ

ります')。しかし、その頃とは今やすべての面で大きく変わっており

ます。

そのような意味で結論的に申し上げますと、日本でできることは日

本でやったほうがいい。フランスでしかできないことは、フランスに

行ってやるしかない。このようなごく当たり前の結論に、今さらのよ

うにようやく到達しているところです。皆さんは、図書館にかかわっ

ていらっしゃる方ばかりですから、どの程度私の結論がお役に立てる

かどうか分かりませんけれども、今日の話は、いろいろな角度から、

まずフランスにおける図書館と文書館のお話をいたそうと思います。

1）柴田三千雄「フランスの文書館」「史学雑誌」７５巻６号、1966年６月､ｐｐ､79-86.
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まず先ほど申し上げましたように、今や日本でもできることが結構

あります。私が今日皆さんの前でこのようにお話をすることの最大の

目的は、もし皆さんのところにどなたかが相談に来られて、今からフ

ランスへ本を探しにいくのだけれども、どのようにしたらいいのだ、

という相談があった場合に、皆さんが私の申し上げることをちょっと

思い出していただいて、アドバイスをしていただくと、向こうへ行っ

てからの進度が大分違うのではないかと思われます。そのようなこと

で、老婆心ながらのお話になると存じます。

今日、皆さんのお手元に２枚の紙を配っておりますが、その１枚目

の左側のほうにフランスの図書館・文書館で考えたことということで

表題がございまして、はじめにということです。１番目が、利用する

とき、なにが一番重要か。２番目に利用者にどんなアドバイスをする

か。これは私のアドバイスであります。３番目が現在、日本でもでき

ることです。次にフランスに行ってしなければならないこと。この二

つがかなりネット上の図書館ということで、はっきり分かってまいり

ましたので、そのことをちょっとお話ししようと思います。

最後にＢＮＦと書いてあるのは、フランスの国立図書館のことです。

そしてポンピドゥーセンターという、ＢＮＦとは非常に対照的な図書

館でもあり、また美術館でもあるポンピドゥーセンターがあります。

これはあとでちょっとお見せいたしますけれども、非常に不可思議な

る複合体なのです。私はこれがフランスの中で非常にうまく機能して

いるということを、日ごろから感じておりました。要するにＢＮＦと

ポンピドゥーセンターとの分業と有機的な結合ということです｡将来、

日本で図書館像ということを考える上で、必要になってくるのはこの

ようなことではないか、という気がしております。もちろんそれぞれ

の研究体で、いろいろな形で対応されているだろうと思いますので、

全国的な議論よりも、まず皆さんのそれぞれ自分のところで議論する

ということが一番大きいと思います。そのような場合、将来的には何

らかのネットワーク的なものになっていくのではないかというような

気がしております。その点でフランスで考えたことを結論のところで

お話ししようと思っております。

参考文献といたしまして､赤星さんの『フランス近代図書館の成立』
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という本です。それからプラン＝モンマイユールなどの『フランスの

博物館と図書館｣、これはポンピドゥーセンターのことがテーマになっ

ています。もしご興味がありましたら、私の不正確な紹介よりもこれ

をお読みになったほうがよろしいかと思います。この４点にわたりま

して、雑ぱくなご報告を申し上げようかと思っております。

はじめに、私がフランスの国立図書館を最初に利用しましたのが、

1977年でした。すでにその前に、私はフランスの国立図書館という

ものはどのようなものかということを、ちょっと調べたことがありま

して、それはいろいろなところに書いてあったものをかき集めてきた

ものでした。その後でこの本があったということに気がつきました。

それはそこにございます「米欧回覧実記』という本です。これは皆さ

んご存じの方も多いかと思いますけれども、久米邦武という人がまと

めたものです。明治４年から２年近く岩倉具視の使節団に随行しまし

て、いろいろな記録をまとめ上げたものが、『米欧回覧実記」という

形でわたしどもの手に入わけであります。

この『米欧回覧実記」では､フランスにまいりました岩倉使節団が、

いろいろなところを視察して回っております。その中で｢巴黎大書庫」

というところが出ています。これは要するにBiblioth6quenationale

フランス国立図書館のことであります。①と書いてありますのは、そ

の右側のほうに大変読みにくいものでございますけれども、この「巴

黎府ノ記」というものの中に出てまいります、その大書庫の記録がこ

こにあるわけであります。実はこれは現在のものではございません。

後で申しますけれども、現在新しいところに移っております。ここは

古いBiblioth6quenationaleについての記述であります。

これは１８７１年のことなのですけれども、何月かというのは書いて

おりませんが、大体１月か２月ぐらいだと思います。一行は、この

大書庫に行ったわけでありまして、そこの２，４，６，８行目のところ

に傍線を引いておりますが、「此庫ハ、政府ヨリ公税ヲ以テ蓄ヘタル

モノニテ、借覧ノ人ヨリ、借料ヲ収メスシテ、縦観セシム」という、

つまり無料であるということです。そして公開されている。明治４年

のころのことを考えていただければお分かりだと思いますけれども、

まだ幕末維新の戦塵が治まらない殺伐とした中で、この図書館を見て
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非常に感銘を受けたということがよく分かるわけです。

非常に詳細に、この図書館のことについて書いてありますが、その

中で､なぜそのように感銘を受けたかというところが重要であります。

｢此庫ノ奥二、各国ノ書ヲ蔵スルー廊アリ、支那書、印度書、緬甸書、

亜刺伯書、波斯書ナト、ミナ備ル、日本書ノ棚モアリ、其内二、慶長

年間二翻訳セル、「キリシタン」教く即天主教＞ノ書アリ」、云々とい

うことで、日本にも無いようなものがここにあったということでびっ

くり仰天しているわけです。

私はその着目の点で、この岩倉使節団というのはすごいなというこ

とを一方で思いつつも、実はその次のところに、後半のところに１段

下げて、これについてのコメントが書いてあります。おおむねこれは

久米が書いたものなのですけれども、これに私は非常に注目したわけ

です。どのようなことかと申しますと、「西洋ノ日新進歩ノ説、日本

二伝播シテヨリ、世ノ軽挑慮り短キモノ、逐逐然トシテ、旧ヲ棄テ新

ヲ争上｣、つまり文明開化だというので古いものは全部捨ててしまう。

新しいもの、新しいものとみんな追っかけている。しかしそれでいい

のだろうかということを論じ、文明論に入ってしまうわけです。

そして、「殊二西洋各地ノ民ハ、物ヲ廃棄スルニ渋シ」と書いてあ

ります。私は非常に良き文化論ではないかと思うのです。つまり西洋

の人たちというのは、明治４年のときの私たちから見ればモデルであ

り、追いかけてそれを追い越していかなければならないと考えるのは

当然です。新しいものをどんどん取り入れないといけないと思い込ん

で行ってみたら、実はそうではない。西洋の人々は古いものを捨てな

い。じっとそれをため込んでいる。そのため込んでいく中で、だんだ

んその文明がようやく進んでいくのだ。このような文明観、文化観を

得るわけです。

つまり、国立図書館に行って、その蔵書のすごさ、このときは３００

万冊と言っております｡現在は1,000万冊に上っておりますけれども、

そのすごさということに着目するのみならず、それが日本の進路に当

たってどのような方向`性を取るべきなのかというところまで考えてい

るということが､私は非常にすごいというように思いました。次に｢西

洋ノ能ク日新シ、能ク進歩スル、其根元ハ愛古ノ情ニヨレリ」という
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わけです。やはり古いものを非常に愛する、大事にする。それが出発

点にある。これはその集積体がこの国立図書館なのだというような、

そのようなことを言っているわけであります。このことにつきまして

は、また後で若干触れたいと思います。

さて、現在パリにおける図書館の中で、私が使ったものの代表

的なものだけを挙げておきました。それが②のところにございま

す。Biblioth6quenationaledeFranceという図書館でsiteFranGois

Mitterandと書いてあります。これはフランスはミッテラン名称フラ

ンス国立図書館というのが正式名なのです。ですから、私はフランス

人というのはまだ権威主義的だなと、いつもここに行くたびに思うの

です。敷地が約７．５ヘクタールありまして、周囲が約1,300メートル

です。大体長方形をなしております。中央庭園というのが地下にあり

まして、これが１万2,000平方メートル。床面積が３５万平方メート

ルありまして、後でちょっと写真をお見せしますが、タワーが四隅に

1棟ずつあります。高さが７９メートルあります。

このタワーは本を直角に広げたようなＬ型のガラスタワーで、中

央には長方形の中庭が取り込まれ、その周囲に閲覧スペースが配置さ

れております。Rez-de-jardinとは、これは研究用のスペースであり

まして、ここは一番下なのですけれども、閲覧スペースがｌ４室あり

まして、座席は2,000席あります。２階がこれは一般用で、大体学部

学生以下向けで、１０室ありまして、座席は1,600席あります。全体

の蔵書数は約1,000万冊、定期刊行物が３５万種と言われております。

世界でも有数の図書館であります。

スライドをご覧ください。これが国立図書館です。セーヌ河の反対

側から、新しい大蔵省の側から見た絵でありまして、今ありましたよ

うに本を広げた格好でというのは、ここでお分かりいただけると思い

ます。そのタワーが「時のタワー」とか、それから「数のタワー｣、

あるいは「文字のタワー」という、それぞれ名前がついております。

このスライドを見ますと、私どもはこのタワーで読書するのかと思っ

てしまいます。そうではないのでありまして、ここは蔵書が収められ

ているタワーであり、また管理部がここにあります。職員の子どもた

ちのための保育所までちゃんとあります。
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後でちょっと申しますけれども、この図書館へのアクセスは非常に

つらいというのが率直な意見です。入り口に行くのにこのように木の

階段を登らなければなりません。私が行った日も雨だったのですけれ

ども、冬でないのが幸いでありました。冬に雨が降って凍りますと、

ひどく滑りやすいのです。セーヌ河のほうから、すごい風が吹き上げ

ますから、私などはまだ何とかもっていますけれども、女性の方など

は吹き飛ばされそうになって、えらく評判が悪い階段なのです。何か

知のピラミッドへ登っていくという感じであります。ともかくえん

やらえんやら登っていかないといけないというようなところでありま

す。

これが、ずっと下がっていくのですから、１階とは言いにくいので

すけれども、地下１階のような感じのところです。ここが一般用の

ところでありまして、それぞれ２カ所、受け入れ機関がありまして、

ここで利用証を発行してもらいます。これは後でちょっと説明をいた

します。

さらにこれからもう1階地下に下りますと、ここが先ほど言いまし

たRez-de-jardinというところでありまして、ここに中庭があり、木

が植わっています。この中庭のまわりの回廊に専門領域に対応した区

画があります。このＬというところが歴史系の区画であります。だ

んだん体が`慣れてくると楽なのですけれども、当初はよく分からな

いことが多かったということが多々ありました。そのようなことは今

の若い人はどんどん気楽にやっていくのでしょうが、私の年齢の者に

とっては空間感覚などが怪しくなってきますと、ちょっとしんどいこ

とがたくさんあります。

これが中庭で、このように木が植えられています。この中、ここが

一般用で、下が研究者用なのです。回廊を時々散歩してもいいのです

けれども、長い長い回廊でありまして、ちょっと大変は大変です。中

庭には出られないのです。ですから、あまり自然の中で勉強している

という雰囲気ではありません。

次が、ポンピドゥーセンターについて、お話ししたいと思います。

ポンピドゥーセンターは大変有名ですので、皆さんもよくご存じだ

と思います。とんでもない工事現場のような、あるいは化学工場そ
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のままのようなところでして、ここがエスカレーターです。これはポ

ンピドゥーセンターの近所にあります、ちょっとした街角の泉です。

いろいろなオブジェがあります。子どもたちがよく遊んでおります。

1977年オープンし、２００１年に新装オープンいたしました。有名なの

は近・現代美術作品でありまして、グラフィック・アートだとか、建

築だとか、工業デザインだとか、写真とか、映画フィルムだとか、そ

のようなものをたくさん持っております。

特に現代美術に関しましては､５階と６階でありまして､展示スペー

スは１万4,000平方メートル、所蔵品が４万5,000点です。常設展示

が1,400点もあります。大変なコレクションを有しています。今日の

お話との関係で注目していただきたいのは、ポンピドゥーセンターに

は公共情報図書館というものがあります。しかもこの図書館はまさに

マルチメディア型の巨大図書館でありまして、１日1万人以上が利用

しております。「あの本を読まないフランス人が」とよく言われるの

ですけれども、やはりすごい利用率であります。

床面積が約１万平方メートルで、閲覧席は2,000席。蔵書が３５万

冊です。もちろん国立図書館に比べれば少ないですけれども、全部開

架式になっておりまして、いつでも本を取ってどのようなものかを見

ることができます。そのような意味で、まさに一般利用者向けに作ら

れたものです。しかも本だけではなくて、美術であるとか現代アート

であるとか、あるいは映画であるとか、様々なメディアを組み合わせ

ていろいろな催しもやっているわけです。このポンピドゥーセンター

は非常にユニークな存在でありまして、後でお話ししますが、実はこ

れは国立図書館のある部分が分かれていったのです。先ほど申しまし

たように、一方にはこのようなポンピドゥーセンターがあり、他方に

は国立図書館といった専門的な研究者たちのための図書館があるとい

うことを、頭に置いていただければと思います。

実際に国立図書館を利用するときに何が一番大切かということが重

要です。先ほど武者小路先生にご紹介いただきましたように、私自身

のホームページにも書いているのですけれども、ガイドブックが必要

不可欠です。しかし、大変申し訳ないのですけれども、図書館関係者

とか図書館専門家は、大体その国立図書館はどのような経緯で作られ
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た力､とか、そのようなことには大変筆を多く使われますけれども、－

体どのように自分の欲しい本を探し出すかというようなことについて

は、あまり書いていただいていないのです。たとえ書いていただいて

いても、割とうまくいったときの話が書いてありまして、実はうまく

いかないことのほうが多いということです。そのようなことをちょっ

とお話ししておこうと思います。

ガイドブックが必要不可欠である。ただし、今のところ存在しな

い。あるとすれば、まだここを利用した人たちの頭の中にあるにすぎ

ないのではないかと思います。一言で言うならば、迷宮のようなカフ

カ的状況。まさにどこが入り口なのやら、どこからどう入ったら本に

たどり着けるのやら、よく分からないという状態があります。ですか

ら、私は１９８９年の設計思想と書いていますけれども、このようなバ

カでかいものを作ったのがミッテランの時代であります。そのときに

美術家たち、あるいは建築設計をやった人たちが、自分の美的感覚に

沿ってワーッと作ったと思うのです。しかし、そこにまさに欠けてい

たのはユーザーの視点です｡それらの施設を使わされる側から見ると、

冬になってあのようなツルツル滑るところを、えっさかほいさか登ら

されるなどということを、設計図を引いた人はだれひとり考えていな

かった。

これは今のところは、フランス国立図書館の話だけをいたしまし

たけれども、実は国立文書館のほうもそうなのです。この文書館も

1990年代に新しい建物が出来上がりました。素晴らしいものができ

ました。ところが問題の連続でして、あるときに私の友人が仕事をし

ていたらドサッとすごい音がしたので何だろうと思って見たら、天井

が落ちてきたとか、すごい話があるわけなのです。どうもこの時期は

フランスが気張っていろいろなことをやったけれども、一番大事なこ

とを忘れていたのではないかという気がします。その証拠には、国立

文書館はいろいろ問題が起こったので、現在そこは閉鎖されておりま

して、この秋にはまた別のところに移動するという話になっておりま

す。これまたユーザーにとってはえらく迷惑な話なのですけれども、

そのようなことが次々と起こります。

それから、図書館に関係することで申し上げますと、公開をするで
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あるとか、無料であるとかといったことと、利便性と資料保存、管理

という問題。これは本当につばぜり合いでありまして、一番難しいと

ころに来ていると思います。つまり､先ほど申しましたように､ちょっ

と研究しましょうということで行っても、ちゃんと見せてくれます。

それはよろしいのですけれども、しかしそれに伴っていろいろな問題

がといいますか、負荷がかかってくるわけです。

それからいろいろなことで、つらい思いがあります。ちょっと次の

ページの③というところを見ていただきたいのですが、実際にどのよ

うに行けば目的の本に到達するかということを、１ページちょっとで

書いています。これは皆さんがご覧になると、お前は誇張しすぎるの

ではないかと言われるかもしれませんけれども、実はこのようなとこ

ろが全然書かれていないものですから、みんなが苦労するわけなので

す。その点をちょっとお話ししたいと思います。このことにつきまし

ては、後で詳しくお話ししますので、２のところへ行きたいと思いま

す。

利用者にどんなアドバイスをするか。つまり皆さんの利用者が、今

度私はフランスに行くのだ､このような文献を探したいということを、

皆さんのところへ相談に来られたといたします。そのときに、私がも

し皆さんの立場だったならば、このように言うだろうと思うのです。

まず、第１にすべての予断と偏見を捨てよ。これはどのような意味か

といいますと、フランスは文明国である、だから非常に便利な国であ

る。だからあっと言う間に、まるでマジックのように本が出てくるだ

ろうと思い込むことは、すべて捨てたほうがいい。これは第１番目の

問題です。それから２番目は、フランス人は親切だろう。これは相当

割り引いたほうがいい命題であろうと思います。ほぼその逆であると

思っていたほうが、まだましかなという気がいたします。時々すごく

優しい人がいると、まるで地獄に仏のような気になるぐらいでありま

す。あまり言いますと、フランスに対する偏見を逆に与えかねません。

いろいろな人がいるということを、ちょっと頭に置いていただきたい

と思うのです。一律の議論はできないということです。

２番目にApresvous1の精神ですね。つまりお先にどうぞの精神で

行ってらっしやいと言うでしょう。どのようなことかと申しますと、
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やはり最初は分かっているつもりでやってみても、よく分かっていな

いことが多いのです。ですから、先にフランス人らしき人に、お先に

どうぞということで行ってもらって、観察しておくのです。そうしま

すと、あまりストレスを感じなくてすむ。日本にいるつもりで、ドン

と飛び込むといろいろなところでトラップがありまして、たちまちス

トレスを抱えてまいってしまうということであります。

３番目にしつこく聞く、しつこく主張する。簡単に「とにかく分かっ

た」というのでは駄目なのです。よくよく聞く。手順をよくよく聞く

のです。場合によってはメモを取る。また､うまくいかないことが時々

起こります。これはフランスで一般的なのです。その場合でも決して

｢そうですか、分かりました。じゃあ、私はあきらめます」と言って

はいけないのです。これはしつこく主張する。私は正しい。お前は間

違っているということを、たとえ自分が間違っているかなと思い始め

ても、主張しないといけないということです。これぐらいの根性で当

たっていかないと、大変だろうなと思います。

それから最後に、私は皆さんの立場だったらこう言います。不可欠

の情報を事前に得ておいてください。１番目、ストライキです。これ

はよくあるのです。特に文書館のほうはよく起こることですが、図書

館もあります。以前、図書館の門のガンガンガンとたたいて、「昨日

おれがイギリスから電話をしたとき、そんなことは一言も聞いてない

ぞ！」と言って、門をたたいていた人も見ました。そのようなことを

言っても、フランス人は「ああ、そうですか、でも私たちはこのよう

にやっているのです｣。しかもストライキというものがまたいろいろ

ありまして、まとめてストライキをやる場合もありますけれども、部

門ごとのストライキがあります。フランスは産業別組合ですから、例

えば窓口が動かないとなると、ほかのところが動いていても、あるい

は扉は開いているのですけれども、中へ入ったら全然サービスがない

とかが起こります。私が先ほどカフカ的状況と言ったのはそのような

ことなのでありまして、まずストライキが起こる可能性はないのかと

いうことを、向こうにフランス人のお友達がいたら、一応聞いたほう

がよろしい。

それから必要書類です｡これも行けば何とかなるだろうといっても、

－１０－ 



そのようなわけにいかないことは皆さんもよくご存じのとおりです。

図書館によその大学から来ましたと言われたら、当然、「紹介状があ

りますね」ということになると思います。それと同じことが起こりま

す。それから図書館がオープンしている時期。みんな思い込みがあり

まして、フランスは夏休みを取るだろうという常識があるでしょうけ

れども、夏休みは開いているのです。ところが曝書の時期がありまし

て、この時は閉じるわけであります。それはちゃんとインターネット

上に書いてありますので、やはりそれをちゃんと確認して行かれたほ

うがいいだろうと思います。ですから、ストライキと曝書だとか、そ

のようなお休みのときをかいくく゛って、必要書類を持って飛び込んで

いくと、このようなことを私だったらお話しするでしょう。

次に時間の問題です。この時間とは、開館時間とか閉館時間なので

す。開館時間は､今は国立図書館のほうは問題はないのですけれども、

国立文書館は経過的な措置がとられて、８８席しかない旧館でやって

いるのです。夏休みには全世界から押し掛けるわけですから、どのよ

うなことになるかお分かりになられると思います。そのような場合、

やはり早くから行って並んでおくということも必要になってまいりま

す。ですから、開館時間をよく確認しておかれたほうがいいだろうと

思います。私だったら、そのようなことをアドバイスするだろうと思

います。

国立図書館では、入り口からエスカレーターで降りていき、受付で

利用証を作ってもらうのです。その上で、さらにエスカレーターで地

下に降りていきますと、それぞれ区画に座席があります。ここにみん

な勝手に座れません。まず最初に、座席を予約しないといけないので

す。これがないと研究階（地下）に入れないのです。入り口は四隅に

ありますけれども、ここへ入れない。そのことが分からない人は本当

に困っていました。ですから、私がカフカ的状況と申し上げるのは、

このようなことでありまして、入り口は見えているのですけれども入

れないという、どうやって入るのだ。開けゴマが分からないわけです。

これについて、皆さんに今から申し上げますので、ちょっと見てい

ただきたいと思います。③に図書館での実際行動と書いてあります。

これは本当に必要なのです。その中でまずアクセスのところですけれ
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ども、ともかくバスで行きなさいということを申し上げたい。確かに

地下鉄でBiblioth6queという駅がありますけれども、ここで降りま

すと延々と歩かされるのです。何を考えてこのような駅の名前をつけ

たのだと言いたくなるようなことになっています。現在、この一帯が

全部再開発地域でありまして、まだまだ図書館だけがポコンと建って

いるような状況でありまして、この辺りはちょっと殺伐とした感じで

す。

ともかくバスでQuaideMauriacというところで降りまして、先ほ

ど申しました木の階段を登ります｡登りますと､下に降りるエスカレー

ターがあります。そのエスカレーターの前にちゃんと人が立っており

まして、「あなた、ちょっとかばんの中を見せてくれ」です。これは

コントロールですね、必ずやります。まず第１回目のコントロールで

す。何遍もやります。次に動く歩道のようなエスカレーターで降りて

いきます。下り終わると、今度はいよいよ本当の入り口があります。

またここにコントロールがあるわけです、「かばんの中を見せてくだ

さい｣。かばんの中を見せます。爆弾とかバズーカ砲を持っていたら、

それはとっ捕まるでしょうけれども、われわれは、そのようなものは

持ってないということを分かるだろうと言いたくなります。しかし、

公共建築物の入り口では、これが必ず行われているということを知っ

ていただきたいと思います。

２番目に登録です。必要書類は例えばパスポートだとか、大学の出

張証明書とか、フランス人教授の紹介状などがあったほうが、楽に出

してもらえます。Rez-de-jardinではなくて、エスカレーターを降り

たところのフロアに受付がありまして、大体何人か待っております。

待機番号を取りまして待っております。番号が電光掲示板に示されま

すと、自分の番号だったら指定された窓口に行きます。いくつかの質

問を受けます。どのようなことをやるのかとか、どこから来たのかと

かいろいろなことを聞かれます。次に利用証の期間、例えば１年分と

か１ヶ月分とか１週間分とか１日とか、申告します。１日は無料で

す。このようなことで申告しますと、それぞれに応じて、あなたはい

くらという金額を言いますので、今度は会計のほうへ行きまして、お

金を払いますと領収書がもらえます。それをまた持って先ほどの窓口
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へ行って領収書を提示しますと、利用証をもらうことができるわけで

す。ようやく第１の関門をこれで突破されるわけです。

その次に図書との遭遇と書いています。本当にもう図書との遭遇と

いうのが、私の実感なのです。まず受付横にクロークがありまして、

そこにかばんその他を預けます。その際、引き替えのための小判型の

チップをもらいます。同時に閲覧室に持ち込む文具、これは鉛筆のみ

でありまして、ナイフは御法度です。このようなものを入れる透明な

ビニール製手提げカバンを貸してくれます。パソコンを持ち込む場合

は、その旨を言いますと、少し大振りな透明のビニール袋を貸してく

れます。ともかくここからいよいよ地下へ下っていくわけです。

下っていきまして、そしてまず大事なことは先ほど申しましたが、

座席の登録端末がありますので、ここで予約しておくことです。歴史

の人たちは大体Ｌのところを取りたがりますから、Ｌはたちまち埋

まってしまうのです。ここは国立図書館の一種の`性格を表しておりま

す。ですから、Ｌのところが満杯でも、この反対側のＵだとかＶだ

とか、このようなところへ行けば、ガラガラなのです。それはどうし

てかというと、Ｌのところに歴史関係の参考図書がズラッと並んでい

るわけです。ですから便利は便利なのです。そのようなこともありま

して、どうしても歴史の研究者はＬのところへ集中してしまいます。

はじき出されたら別のところに行くということであります。

座席に着きますと、机の端に赤いダイオードランプがついておりま

して、これが予約席、自分が予約したところであるということがはっ

きり分かります。それから書名、著者名がはっきりしている場合は、

そのまま閲覧室にある端末に今持っている利用証を差し込んで、その

目当ての資料を検索してから、請求番号を入力します。これをやりま

すと、しばらくたちますと、緑色のランプが点滅しますので、「ああ、

来たな」ということでカウンターに行って借りるというようなことに

なっています。

ところが､今から本を探そうという人はどこへ行くかといいますと、

区画Ｘというところがあります。これはなかなかよく考えて作られ

た番号､アルファベットです。未知数Ｘですね。ここはカタログ室で、

国立図書館が作りました図書目録、またそれ以外の様々な目録が所狭
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しとあります。また、ここには司書の人たちがいまして、自分はこの

ようなことをやりたいのだけれども、どうもよく分からないのだとい

うように尋ねますと、ここの方は非常に親切に教えていただけるよう

になっております。

コピーのことを書こうと思っていたけれども、ちょっと無理であり

まして、コピーは大体原則的には不可能に近いだろう。特に私どもの

ような歴史をやっているような資料の場合は、ほぼ不可能に近いだろ

うと思ったほうが精神衛生上よろしいです。その場合はマイクロを申

請します。マイクロを申請する場合は、またこれが大変なのでありま

して、原則として２週間といっていますが、実際にいつごろ出てくる

かはさっぱり分からないという、ややこしい世界なのであります。

ですから、先ほど申しましたが、日本でできることというのです。

この国立図書館の、ここにちょっと、２枚目の右側にネット上の図書

館と書いてありますが、ＢＮＦと書いてあるのが国立図書館です。さ

らにBN-OPALEPLUSと書いてありますけれども、これは大体検

索の出発点です。ここで検索いたしますと、あらかたのものが分かり

ます。このような書籍があるかない力､とか、そのようなことも分かり

ますし、キーワード検索もできますので、ある程度のものをカバーす

ることができます。

その次にGallicaと書いてありますが、これは非常に有名なもので

ありまして、世界中ですでに始まっておりますが、画像サービスで

す。版権が切れてネット上でそれを公開することが許されているも

のに関しましては、ほぼ全ページを画像で入手することができます。

Gallicaというのは、わざわざフランスに行かなくても、例えばシャ

ルペローをやりたいと言ったら、代表的な著作だけしかありませんけ

れども、大体全部手に入ります。このような具合でありまして、我が

国の国立国会図書館も明治期の図書に関しましてそのようなことを始

めております｡フランスもかなり早くからこれに取り組んでおります。

ですから、まず日本でできることをやっておくことです。検索をし

ておいて、大体どのようなものがあるかということを頭に置いておけ

ばいいということです。さらにその中でもGallicaを使っておけば、

もうわざわざ向こうへ行ってコピーを取ったりするということはない

－１４－ 



ということであります。このようなことを皆さんの頭の中に置いてい

ただければと思います｡要するに日本でできることというのは検索と、

つまり見取図をある程度作っておくということです。それからその中

でもGallicaで手に入るものは、画像をダウンロードしておく。これ

は無料でできますから、ダウンロードしておけば、３００ページも４００

ページも自分でダウンロードして、それをプリントアウトしておけば

よろしいわけです。

３番目のところへ行きたいと思います。そのように非常に便利な世

界に私どもはいるわけですけれども、ネット上の図書館あるいは文書

館は、実際の図書館を超えられるかというテーマです。恐らく皆さん

にとっても電子図書館化とか、いろいろな要請があり、その中で例え

ば著作権の問題であるとか、そのような問題についてもいろいろ取り

組まれていらっしゃるだろうと思います。私の場合に限って申します

と、その問題以外に先ほど申しましたけれども、日本でできることと

いうのはある程度できる。しかし、できないことがある。それは何か

というのは、非常に難しいのです。

例えば学生の卒論指導のとき、「先生、わたし、フランスへ行って

本を探しに行きたいのですけど」と言われたとします。よほどその学

生がテーマを絞り込んでおり、かなりはっきりした方向,性が見えてい

れば、搭乗券渡して、「大変だが、行ってこい」と言います。しかし、

ちょこちょこつとフランス語でも読みましようかぐらいの卒論だった

なら、日本でやれることはできるから、「日本でできることですませ

なさい」という指導をすることになります。どうしてもフランスに行

かなければならないのは何かというのは、非常に難しい問題でありま

して、一番大きいのはやはり、すべてがGallicaに挙がっているわけ

ではないという、ごく単純な問題であります。非常に難しい、細かな

領域に入っていきますと、やはり現地に行かないといけないだろうと

いうことが－つです。

もう一つは、これだけ便利になったのだから、少し簡単にやればい

いではないかというように思われるかもしれませんけれども、先ほど

申しましたけれども、コピーはあまり取らせないのです。ですから、

コピーを取る場合でも見開きの状態ではコピーを取らせないのです。
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片面ずつしか取らせません。国立図書館では、コピーする専門の人が

おります。日がな１日コピーをやっているのですけれども、この人は

１ページずつ取ります。私は､それでは２枚分になるから、両面コピー

をやってくれと言ったって駄目なのです。なぜかというと、本が壊れ

るからなのです。これも非常に徹底しています。それからここにも書

いておきましたけれども、コピーの申請に行きますと、大体駄目とい

う判断がでます。それはやはり保存という要請です。また、非常にコ

ピー機のライトは強いですから、退色してしまうということもその理

由の一つです。

そのようなこともありまして、現地に行って、少し腰を落ち着けて、

本や資料を読んだ方がよろしい。その上で、私は写経と呼んでいます

けれども、手で写すほうが研究の長い目で見るとプラスになるのでは

ないかと思われます。手で写している間にも、人間はやはり何かを考

えているのです。ただ機械的に写しているのではないのです。人間は

コピー機械ではないですから、何かを考えながら写していまして、だ

んだんたまってくると、このようなことかなという材料になっていく

わけです。私は本当に論文を書いたり、あるいはきちんとしたもので

考えていきたいという学生が出た場合、私自身もそうなのですけれど

も、そのような場合には少し腰を落ち着けて、ものを見ようとします。

そうしませんと、すぐコピーしたくなるのです。コピーというのはフ

ランスではごく最近になって出てきた文化であって、しかも非常に嫌

われているわけでありまして、あまり望ましいものではありません。

４番目に行きましょう。国立図書館とポンピドゥーセンター。分業

と有機的結合ということで、やはり日本の将来的な姿の参考として考

えるべきではないか、ということを私は申し上げたいのです。まさか

どのように本を探したらいいかなどといったような話ばかりでは皆さ

んにはとても太刀打ちが利きませんので、このようなお話をちょっと

させていただきたいと思います。

フランスではEcoledeChartes国立古文書学校というところがあ

りまして、毎年大体２０人とか３０人とかというぐらいしか取らない

のです。この学校の歴史は非常に古いものであります。フランスでは

国立の文書館はピラミッド型に出来上がっております。もちろんパリ
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にあります国立文書館もありますし、県の文書館があります。さらに

市町村です。それぞれに文書館があります。その文書館に、この国立

古文書学校卒業生は館長でいきなり行ってしまうのです。そのような

システムなのです。ですから、１９６０年代まで図書館でもそうだった

のです。図書館長を含む図書館のトップは、ほぼ国立図書館から始ま

りまして､県の図書館があります。そして市町村の図書館があります。

これらすべての、大体指導的な館員といいますか、これはEcolede

Chartesの出身者なのです。

古文書学校で何をやっているのかと言いますと、古文書の研究なの

です。中世などはそんなにたくさん文書があるわけではありませんか

ら、それを解読しながら、その解釈をしたり、さらに深い研究をする

専門家を育てていったのです。その人たちが文書館を運営するのだと

いう考え方です。

ですから、古文書に関する専門的教育が古文書学校に保証されたわ

けです。つまりEcoledeChartesを出ている人たちというのは、み

んな歴史学をやっていたり、あるいは古文書学をやっていますから、

非常に専門性の高い人たちです。これは私は今でも覚えていますけ

れども、日本で１９７０年代、日本の文書館設置の問題を巡って、いろ

いろな歴史学者たちが大きな問題にしていきました。しかし、公文

書館は設置されましたが、うまくいっているとは思われません。そ

の問題の一つとは、国立文書館館長は大体お役人の天下りになる。こ

れでは駄目だ。フランスのようにやはり学者がやらないといけないと

いうことが、随分主張されたことがあります。そのような議論の前提

にあるのが、このEcoledeChartesなのです。先ほども述べました

ように、フランスでは図書館も１９６０年代ぐらいまでは、このEcole

deChartesを出た人たちが図書館体系の中心になっていたわけです。

言ってみれば、知のピラミッドを絵に書いたようなものがここに出来

上がっていたわけです。ですから司書の専門性というのは非常に質の

高いものとして、しかも社会的権威の非常に高いものとしてみんなが

受け止めていたし、この人たちが図書館行政を行うという考え方だっ

たわけです。

ところが、ここに大きな問題が－つ出てきました。それはどのよう
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なことかというと、まずイギリスやアメリカの図書館に比べると、ど

うしても文科系偏重、歴史偏重のようなところが出てきたわけです。

そうしますと理科系の連中がまず怒ったわけです。図書館が図書館の

機能を果たしていないではないかという文句が出てきた。それから図

書館と文書館は、やはりどうしても機能的に違うのではないかという

ことも出てきました。こうして国立図書館学校というのが、６０年代

にできるわけです。このような経過で古文書学校から図書館学校が独

立していったというわけです。このことは、先ほど回覧しました赤星

さんの本に出ておりました。私がそのようなことをよく知っていたわ

けではありませんで、赤星さんの本をご覧になれば、より詳しく出て

おります2)。

最後に、私はフランス南東部地方のフランス革命の研究を研究して

おりまして、その関係もありまして、グルノーブルという町によく行

きます。１９６８年に冬のオリンピックがあったところです。ここの市

立図書館がこれなのです。閲覧室は一番てつぺんにあるのですけれど

も、ちょっと変わった格好をしています。ここは、とても格式の高い

ところであります。なぜかといいますと、本だけ収蔵しているのでは

ないからです。古文書も持っているのです。グルノーブルには、私の

ようなアンシアンレジーム・革命期のことを研究している人間には、

まず県の文書館があります。次にグルノーブル市の文書館もあるので

す。そして図書館と三カ所をえつちらぼっちら回っていかないといけ

ないのです。

ですから日本人ならば、1カ所に集めてくれればこのような手間は

ないのにと思ってしまうのですけれども、どうも私が見ている限りに

おいて、図書館の権威を自分たちで確保するというために、絶対にそ

の文書を他に渡していないという感じがいたします。それがいいこと

か悪いことかは別ですけれども、それぐらいこの図書館もまた古いわ

けです。その古い図書館、建物は新しいのですけれども、元々長く歴

史を持っているわけです。ただ本だけ持っていただけではバカにされ

るという何かがあるのです。それは古文書学校と図書館との関係から

起因しているのかもしれません。

２）赤星隆子「フランス近代図書館の成立」理想社、２００２年。
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この図書館で私がどうしても必要な文書を持っていますから、パリ

からＴＧＶでグルノーブルに行きますと、またすごいのです。古文書

が出てはきます。しかし､コピーは駄目だとちゃんと書いてあります。

｢すみません、私はフラッシュをたかないから写真を撮らせてくださ

い」といっても、写真も駄目だと言うのです。私は三脚を担いでえつ

ちらぼっちらグルノーブルまで来たわけですから、撮らせてくれと、

３０分ぐらいそこの係員と押し問答をやったわけです。最後に、「じゃ

あ、ほかに方法はないのか」と言ったら、「マイクロフィルムにする

のならばよろしい｣と言うわけです｡図書館でマイクロフィルムを作っ

ているのです。ではお願いしますというので､マイクロを依頼します。

これからが大変なのです。私がパリに戻って１週間ぐらいすれば見

積書を送ると言われました。ところが私はそのときは日本に帰ってい

ますから、パリのホテルに頼んでこれを日本に転送してくれと頼みま

した。日本から今度はその見積書を見て、ではよろしくお願いします

と返事をしたので、作業にかかってくれたと私は思っていたのです。

ところがそれに対してまた返事が来まして、何のために利用するかを

明記したあなたの署名入りの書類を送れというわけです。だんだん疲

れてきまして、しょうがないからやりました。その書類を送りました。

それから今度は向こうの口座にお金を払い込むことになりました。そ

れで初めて現物が来たのです。現物が来たときには、一体何のために

私はこのマイクロを作ったのかを忘れてしまっているころになってい

ました。

私の長い長いお話の最後に、結論的に申しますと、日本でできるこ

とは日本でしておいたほうがいい。そしてフランスでしかできないこ

とを、はっきり認識してやるということが一番よろしい。その次に堪

忍袋は破れては縫い、破れては縫いでありまして、気を長くしてやら

ないと研究というのはなかなか進まない。ですから日本のビジネスマ

ンが、「行ってこい」と言って、すぐその日にパスポートを握って向

こうへ行って、すぐ向こうで取引先に会って、その日にまた帰ってく

るとか、そのようなものでは、やはり研究はできないというのが、私

の率直な感想であります。

最後に、しかしその中でフランスは旧態依然のままの図書館でいい
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とは思っていない。やはりいろいろな意味で変わっていかないといけ

ないというように思っています。ただ、私のこれもまた印象で大変申

し訳ないのですけれども、ユーザーに目を向けているとは言えない部

分が多々あって、どうもまだまだこの苦労というのは続くのではない

か。最終的にはやはりガイドブックを、研究者のためのガイドブック

を作らないといけないということを、痛感しております。雑ぱくな話

で恐縮でございますけれども、終わらせていただきます。
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